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� 特集

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
ご
家
族
と
も

ど
も
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら

町
政
に
対
し
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
天
皇
陛
下
の
ご
即
位
に
よ

り
平
成
と
令
和
に
ま
た
が
る
節
目
と
な
る

年
と
な
り
ま
し
た
。
古
平
町
で
は
、
３
月

19
日
か
ら
24
日
ま
で
の
６
日
間
に
亘
っ
て

町
内
全
域
が
断
水
に
見
舞
わ
れ
、
町
全
体

が
不
安
の
中
で
不
便
な
生
活
を
強
い
ら
れ

る
と
い
う
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事
態
が

発
生
し
、
施
設
設
備
の
老
朽
更
新
の
重
要

さ
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
ま
た
昨
年

は
、
２
０
１
８
年
の
開
町
１
５
０
年
を
契

機
に
始
め
た
『
純
米
吟
醸
酒
ふ
る
び
ら
』

と
『
ご
当
地
た
ら
こ
グ
ル
メ
』
の
試
作
品

を
発
表
す
る
お
披
露
目
会
を
開
催
し
、
多

く
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。『
純
米
吟
醸
酒
ふ
る
び
ら
』
は
、

予
想
を
上
回
る
売
れ
行
き
に
町
内
の
商
店

で
は
す
ぐ
に
完
売
と
な
り
、
『
ご
当
地
た

ら
こ
グ
ル
メ
』
は
、
販
売
戦
略
な
ど
の
検

討
も
重
ね
、
今
年
度
の
商
品
化
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
２
月
に
機
能
性
の
高
い
火
葬

場
が
新
し
く
完
成
す
る
予
定
で
あ
り
、
新

年
度
に
は
外
構
工
事
や
解
体
工
事
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
役
場
庁
舎
と
文
化
会
館

な
ど
を
含
め
た
複
合
施
設
は
、
今
年
度
実

施
設
計
を
終
え
、
い
よ
い
よ
新
年
度
か
ら

工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
、

文
化
会
館
前
駐
車
場
の
使
用
が
制
限
さ
れ

ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
町
直
営
と
し

て
昨
年
再
ス
タ
ー
ト
し
た
海
の
ま
ち
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
、
週
３
日
と
第
２
土
曜
日
の
限

定
的
な
診
療
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
内

科
医
、
外
科
医
等
の
専
門
医
が
誠
心
誠
意

診
療
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
症
状

に
よ
っ
て
は
必
要
と
な
る
大
き
な
病
院
へ

の
引
継
ぎ
も
ス
ム
ー
ズ
に
運
ん
で
お
り
ま

す
。
ま
た
、
経
営
面
か
ら
の
理
由
で
調
剤

薬
局
も
撤
退
し
た
こ
と
か
ら
４
月
か
ら
薬

は
当
面
院
内
薬
局
を
開
設
し
て
対
応
し
て

お
り
ま
す
。

　
全
国
的
に
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
が
危
惧
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
古
平
町
に
は
、
豊
か
な

自
然
と
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
た
歴
史

的
・
文
化
的
に
価
値
の
あ
る
多
様
な
魅
力

と
資
源
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
活
か
し

つ
つ
、
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
に
『
危

機
突
破
・
未
来
創
造
』
の
取
り
組
み
を
進

め
、
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
続

け
る
こ
と
で
『
協
働
で
創
る
住
み
よ
い
や

す
ら
ぎ
の
郷
、
ふ
る
び
ら
』
を
守
り
抜
い

て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
し
い
年
が
最
良
の
年
と
な

り
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
益
々
ご
健
勝
で
ご

活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

古平町長

貞　村　英　之
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
古
平
町
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
謹

ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
町
議
会
の
改
選
が
四
月

に
実
施
さ
れ
、
五
月
に
議
会
構
成
を
決
め

て
、
新
体
制
で
臨
ん
で
お
り
ま
す
。
町
政

の
重
要
項
目
を
審
議･

議
決
す
る
機
関
と

し
て
、
地
域
住
民
の
意
向
を
十
分
反
映
さ

せ
る
た
め
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
切
磋
琢

磨
し
、
日
々
精
進
し
て
、
職
務
を
遂
行
い

た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
２
０

０
７
年
に
十
人
と
し
て
か
ら
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
、
こ
の
定
数
に
関
し

て
、
こ
の
町
に
本
当
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

に
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
の

検
討
を
始
め
て
ま
い
り
ま
す
。
人
口
減
少

に
伴
い
、
地
方
議
員
の
な
り
手
不
足
が
深

刻
化
す
る
中
、
若
い
世
代
が
議
会
に
登
場

し
、
柔
軟
な
発
想
で
語
り
合
い
、
物
事
を

決
め
て
行
っ
て
欲
し
い
と
考
え
ま
す
。
先

ず
は
、
世
代
交
代
を
起
こ
し
得
る
魅
力
あ

る
議
会
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ま
の
真
剣
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
本
年
は
、
い
よ
い
よ
当
町
の
最
大
事
業

で
あ
る
庁
舎
等
複
合
施
設
が
着
工
さ
れ
ま

す
。
防
災
機
能
が
格
段
に
充
実
し
、
町
民

の
安
全
安
心
に
寄
与
す
る
所
で
す
。
地
域

交
流
ス
ペ
ー
ス
や
図
書
館
、
児
童
交
流
室

な
ど
、
役
場
庁
舎
と
の
合
築
に
よ
り
コ
ン

パ
ク
ト
で
機
能
的
な
建
物
で
す
。
形
が
出

来
た
ら
、
魂
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
町
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
く
使
い

勝
手
の
よ
い
施
設
に
な
る
よ
う
に
、
ソ
フ

ト
面
で
の
工
夫
を
十
分
し
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。

　
町
議
会
は
、
町
民
の
声
に
耳
を
か
た
む

け
、
町
の
発
展
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
、
大
き
く
羽
ば
た
き
、
希
望
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

謹
賀
新
年

副
議
長

　
岩
　
間
　
修
　
身

議
　
員

　
木
　
村
　
輔
　
宏

　
　
　
　
逢
　
見
　
輝
　
續

�
(

喪
中
欠
礼)

　
　
　
　
真

　
貝

　
政

　
昭

　
　
　
　
寶

　
福

　
勝

　
哉

　
　
　
　
梅

　
野

　
史

　
朗

　
　
　
　
髙

　
野

　
俊

　
和

　
　
　
　
山

　
口

　
明

　
生

　
　
　
　
工

　
藤

　
澄

　
男

�

（
議
席
番
号
順
）

副
町
長

　
佐
　
藤
　
昌
　
紀

教
育
長

　
石
　
川
　
忠
　
博

　
　
　
　
外

職

員

一

同

古平町議会議長

堀　　　　　清
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� くらし

■
役
場
な
ど
の
公
共
施
設
の
開
庁
日

　

閉
庁
期
間
の
戸
籍
（
出
生
・
結
婚
・
死

亡
等
）
の
届
出
は
日
直
が
受
付
け
ま
す
。

住
民
票
・
印
鑑
証
明
・
戸
籍
抄
本
等
の
発

行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
の
収
集
日

　

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
日
は
右
記
の

と
お
り
で
す
。
大
掃
除
で
出
た
ご
み
は

ル
ー
ル
を
守
り
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

※�

１
月
１
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
、
す
べ

て
の
ご
み
の
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

開 

場 

日　

12
月
29
日(

日)

　
　
　
　
　
　

１
月
８
日(

水)

　

開
場
時
間　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス(

巡
回
バ
ス)

　

12
月
31
日(

火)

か
ら
１
月
５
日(

日)

ま

で
運
休
し
ま
す
。
１
月
６
日(

月)

か
ら
通

常
通
り
運
行
し
ま
す
。

■
日
本
海
ふ
る
び
ら
温
泉
「
し
お
か
ぜ
」

○�

年
末
年
始
の
お
休
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
月
の
お
休
み
は
16
日(

木)

の
み
で
す
。

○
営
業
時
間
は
10
時
～
21
時
で
す
。

○�

12
月
31
日(

火)

か
ら
１
月
５
日(

日)

は
、

温
泉
行
き
の
バ
ス
は
お
休
み
で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
古
平
町
商
工
会

　

12
月
31
日(

火)

か
ら
１
月
５
日(

日)

ま

で
お
休
み
で
す
。

役場 文化会館
元気プラザ 
(保健福祉課)

Ｂ＆Ｇ 
海洋センター

地域福祉
センター

12月30日(月) 8:45～17:30 8:45～17:30 8:45～17:30 × 8:30～17:30

12月31日(火) 
～ 

１月５日(日)
× ×(※) × × ×

１月６日(月) 8:45～17:30 8:45～17:30 8:45～17:30 × 8:30～17:30

（※）文化会館は行事があれば開館いたします。

浜町方面 新地方面

燃やせるごみ 
(緑色の袋)

12月30日(月) 
１月６日(月)

12月31日(火) 
１月７日(火)

燃やせないごみ 
(黄色の袋)

１月15日(水)

プラスチックごみ 
(オレンジ色の袋)

１月８日(水)

資源ごみ 
(ペットボトル・缶等)

１月15日(水) １月８日(水)

ミックスペーパー １月８日(水)

年末年始の
くらしのガイド
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くらし

■
海
の
ま
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

■
年
末
年
始
の
休
日
当
番
医

○
医
科

※�

当
番
医
の
診
療
時
間
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
で
す
。

※�

夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

患
に
限
り
診
療
し
て
い
ま
す
。
診
療
時

間
は
午
後
６
時
～
翌
午
前
７
時
で
す
。

　
　
　

○
歯
科

　
　
　

※�

当
番
医
の
診
療
時
間
は
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で
で
す
。

■
金
融
機
関

○
北
海
道
信
用
金
庫(

古
平
支
店)

　

窓
口
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
と
も
に
12
月
31
日(

火)

か
ら
１
月
５
日(

日)

ま
で
お
休
み
で
す
。

○
郵
便
局(

古
平
郵
便
局
・
浜
町
郵
便
局)

午前受付時間

12月28日(土) 8:30～11:30

12月29日(日)
～

１月６日(月)
×

１月７日(火) 8:30～11:30

医科

日付 当番病院 電話番号

12月29日(日） 中島内科 余市 22-3866

12月31日(火） 勤医協余市診療所 余市 22-2861

１月１日(水） 田中内科医院 余市 22-6125

１月２日(木） 小嶋内科 余市 22-2245

１月３日(金） 林病院 余市 22-5188

１月５日(日） よいち北川眼科医院 余市 22-1308

１月12日(日） 池田内科クリニック 余市 23-8811

１月13日(月） 黒川町整形外科クリニック 余市 22-2447

１月19日(日） 森内科胃腸科医院 仁木 32-3455

１月26日(日） よいちクリニック 余市 21-4570

歯科

日付 当番病院 電話番号

12月29日(日） 原歯科 余市 22-7301

12月30日(月） 福井歯科 余市 23-4847

12月31日(火） デュオ歯科 古平 42-3993

１月１日(水）
水野歯科 余市 22-3391

１月２日(木）

１月３日(金） 佐藤歯科 古平 22-3678

古平郵便局（入船町） 浜町郵便局

郵便窓口 貯金・保険 ＡＴＭ 郵便窓口 貯金・保険 ＡＴＭ

12月27日(金) 9:00～17:00 9:00～16:00 8:45～18:00 9:00～17:00 9:00～16:00 9:00～17:30

12月28日(土) × × 9:00～17:00 × × 9:00～12:30

12月29日(日) × × 9:00～14:00 × × ×

12月30日(月) 9:00～17:00 9:00～16:00 8:45～18:00 9:00～17:00 9:00～16:00 9:00～17:30

12月31日(火) × × 9:00～17:00 × × 9:00～17:00

１月１日(水) × × 9:00～14:00 × × ×

１月２日(木) × × 9:00～14:00 × × ×

１月３日(金) × × 9:00～14:00 × × ×

１月４日(土) × × 9:00～17:00 × × 9:00～12:30

１月５日(日) × × 9:00～14:00 × × ×

１月６日(月) 9:00～17:00 9:00～16:00 8:45～18:00 9:00～17:00 9:00～16:00 9:00～17:30
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� 出来事

漁で使うロープワークを学ぶようす

命の大切さを語る高杉ゆう子さん

表彰式のようす

　漁師さんが地元古平の漁業を紹介する出前授業が古
平中学校で行われ、中学１年生12人が参加しました。
　東しゃこたん漁業協同組合青年部の茂木一さんが実
際の漁のようすを納めた動画を流し、古平の漁や水揚
げ、加工所について詳しく説明しました。
　その後、生徒たちは漁で実際に使っているエビかご
やウニを突く矛、網などを触ってみたり、もやい結び
や巻き結びのロープワークを実践したりしました。
　岡本琉生さんは「仕事は大変だけど、漁師さんがい
て初めて私たちが魚を食べられるのでとてもありがた
いと思いました」と話してくれました。

11
12 大変な仕事、漁師さんに感謝

漁師さんの出前授業

　古平町ＰＴＡ連合会などが主催する教育講演会が行
われ、古平中学校に中学生や町民など約９０人が集ま
りました。
　講演会は『たいわ士』として道内で活躍している高
杉ゆう子さんが命の尊さや大切さについて語りまし
た。高杉氏は「人が孤独と感じることが命をぞんざい
に扱ってしまう原因。自分がまわりの人を理解してあ
げると自分も理解してもらえる」と参加者に訴えてい
ました。
　閉会式で本田亨校長は「愛情やぬくもりがあって命
をつなぐことができる。大変心に響くお話しだった」
と話していました。

11
20 他者への理解が孤独を開放する

教育講演会いのちのおはなし

　漁港会館で古平町商工会が町内の会社に長年勤めた
方を労う永年勤続優良従業員表彰式が行われ14人の
方が表彰されました。
　商工会梅野史朗会長は「永年の仕事に対する真摯な
姿勢に心から敬意を表します」と挨拶。貞村町長は「企
業は人なりという言葉があるように、優秀な人材を育
てることが企業の発展につながります」と祝辞を述べ
ました。
　表彰者は次のとおりで、勤続20年以上の方には北
海道商工会連合会長表彰が、勤続30年以上の方には
全国商工会会長表彰が併せて贈られました。

11
22 ５事業所14人が表彰

商工会永年勤続優良従業員表彰式

勤続５年　鳥海　賢司【㈲和信自動車工業】
　　　　　加我　和也【㈲和信自動車工業】
勤続10年　鈴木さゆり【㈲ふるびら商事】
　　　　　田畑　照子【㈲田畑菓子店】
　　　　　土岐　篤子【㈱よ吉野】
勤続15年　藤野　亜紀【㈱よ吉野】
勤続25年　高橋　一典【㈱よ吉野】　　　　　山﨑多美子【㈱よ吉野】　藤川　雅子【㈱よ吉野】
　　　　　村上　路子【㈱よ吉野】　　　　　酒井八枝子【㈱よ吉野】　澤口　京子【㈱よ吉野】
勤続40年　黒川由紀江【㈲天丸木村燃料商会】
勤続55年　田名辺竜男【㈲天丸木村燃料商会】　　　　　　　　　　　　　　　　　　� ※敬省略
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出来事

　金融機関を狙った強盗事件が増える年末に向けて、
古平郵便局で訓練が行われました（日本郵便北後志地
区連絡会余市部会主催）。
　訓練には余市警察署の協力のもと、同局や積丹町、
余市町などの局員14人が参加しました。マスクやサ
ングラス、帽子で顔を隠した犯人役が、拳銃で窓口局
員を脅し「金を出せ早くしろ」と持っていたバッグに
金銭を入れるよう要求。犯人役は札束が入ったのを確
認後、靴を落とし逃走。駆け付けた古平駐在所員が局
員に犯人の特徴を聞きだすという内容でした。
　訓練に合わせて、警察犬により犯人追跡訓練や特殊詐欺被害防止のための訓練、ペイントボールを投げる
訓練も行われました。
　余市警察署の厚谷洋志警部補は「自分や客がケガをしないことを第一に、犯人につながる情報を記憶して
ほしい」と講評しました。
　訓練を終え、原田徹也局長は「実際の訓練は考えていたのと違い学ぶことが多かったです」と話してくれ
ました。

強盗訓練のようす

　町では、人口減少や少子高齢化など地域が抱える
様々な課題に一体的に対応するため、平成27年度に
策定した「古平町まち・ひと・しごと創生総合戦略」
に基づき各種の取組を進めてきました。そして、本年
度で計画期間が終了するので、年度末までに第２期総
合戦略を策定するために協議会を開催しました。
　具体的な検討を進めるにあたり、将来のまちづくり
について話し合う「ふるびら未来創造協議会」を開催
し、第１期総合戦略の検証を行うとともに、第２期総
合戦略の策定方針を確認しました。

総合戦略３つのポイント

①�第１期総合戦略では、当初好調であった「ふるさと納税」を主な財源と見込んで様々な事業を予定してい
ましたが、ふるさと納税は平成30年度以降大幅な減収となっています。こうした経緯を踏まえ、より効
率的に事業展開していくため、第１期総合戦略に掲げた取組について所要の見直しを行います。
②�依然として全国の人口減少・少子高齢化の流れが止まらない中、限られた財源で総花的に取組を展開して
いくことは有効な手段とは言えません。このため、本町の社会経済構造などを勘案し「人口減少下にあっ
ても持続可能なまち」の実現に向けて取組を整理します。
③�総合戦略を効果的・効率的に進めていくためには、第１期総合戦略から継続して進めるべき取組のほか、
社会経済情勢の変化を見据えて新たな視点に立った取組についても検討します。
　　（新たな視点の例）
　　　・「獲る漁業」から「つくり育てる漁業」への転換
　　　・中心拠点誘導複合施設や150年広場等を核とした「まちなかの賑わい再生」
　　　・不足する医療・介護人材の確保に向けた新たな方策

11
25 第２期総合戦略策定に関する協議

ふるびら未来創造協議会

11
26 ケガせず犯人につながる情報を

古平郵便局強盗模擬訓練
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全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
概
要�

　

文
部
科
学
省
は
、
義
務
教
育
の
機
会
均

等
と
そ
の
水
準
の
維
持
向
上
を
目
的
と
し

て
、
平
成
31
年
４
月
18
日
に
全
国
の
小
学

６
年
生
と
中
学
３
年
生
を
対
象
に
「
平
成

31
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

教
科
に
関
す
る
調
査
で
は
、
こ
れ
ま
で
、

主
と
し
て
基
礎
的
な
知
識
に
関
す
る
Ａ
問

題
と
活
用
に
関
す
る
Ｂ
問
題
で
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
一
体
的
に
問

う
問
題
と
な
り
、
新
た
に
中
学
校
で
英
語

が
３
年
に
１
度
程
度
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
な
ど
に
関
す
る
質
問

紙
調
査
が
併
せ
て
実
施
さ
れ
、
古
平
町
で

は
小
学
６
年
生
15
名
と
中
学
３
年
生
12
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
全
道
・
全
国
と
比
較
し
た
本
町
の
状

況
や
課
題
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

小
学
６
年
生
の
特
徴
は

　

国
語
で
は
、
「
書
く
こ
と
」
の
平
均
正

答
率
が
全
国
に
近
づ
き
ま
し
た
が
、
「
話

す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
な
ど
他
の
領
域
は

大
き
く
下
回
り
、算
数
で
は
、「
数
量
関
係
」

に
改
善
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
「
数

と
計
算
」
な
ど
他
の
領
域
は
大
き
く
下

回
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
児
童
の
苦
手
分
野
を
克
服
す
る

た
め
の
授
業
改
善
や
個
に
応
じ
た
指
導
の

充
実
、
「
放
課
後
学
習
」
、
「
ふ
る
び
ら
塾
」

に
よ
る
学
習
支
援
の
取
組
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

 

中
学
３
年
生
の
特
徴
は

　

国
語
で
は
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国

語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」
が
、
数
学
で

は
「
資
料
の
活
用
」
の
平
均
正
答
率
が
全

国
に
近
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
他
の
領
域

は
全
て
下
回
り
、
特
に
国
語
は
「
話
す
こ

と
・
聞
く
こ
と
」、
数
学
で
は
「
数
と
式
」

「
関
数
」
な
ど
、
英
語
で
は
「
書
く
こ
と
」

が
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
校
内
研
修
に
よ
る
授
業
改
善
を

進
め
る
と
と
も
に
、
放
課
後
の
個
別
指
導

な
ど
、
一
人
一
人
に
応
じ
た
指
導
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

生
活
習
慣
の
課
題
と
取
組

　

児
童
生
徒
の
質
問
紙
調
査
の
結
果
か
ら
、

家
庭
で
自
ら
計
画
を
立
て
て
勉
強
し
た
り
、

本
や
新
聞
を
読
ん
だ
り
す
る
児
童
生
徒
の

方
が
、
教
科
の
平
均
正
答
率
が
高
い
傾
向

に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
学
習
習
慣
の
確
立
を
！

　

平
日
に
授
業
以
外
で
１
時
間
以
上
勉
強

す
る
と
答
え
た
児
童
は
、
26
・
７
％
（
全

道
57
・
６
％
、
全
国
66
・
１
％
）
で
あ
り
、

勉
強
時
間
が
30
分
未
満
と
答
え
た
生
徒
は
、

33
・
３
％
（
全
道
16
・
８
％
、
全
国
12
・

８
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
が
自
ら
学
習
計
画
を
立
て
て

実
行
す
る
学
習
習
慣
を
確
立
す
る
た
め
に
、

学
校
と
家
庭
が
連
携
し
て
取
り
組
む
よ
う

働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

◆�

読
書
習
慣
の
定
着
を
！

　

平
日
に
授
業
以
外
で
本
を
全
く
読
ま
な

い
と
答
え
た
児
童
は
、
66
・
７
％
（
全
道

21
・
４
％
、
全
国
18
・
７
％
）、
生
徒
は
、

50
・
０
％
（
全
道
33
・
８
％
、
全
国
34
・

８
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
読
書
は
、子
ど

も
が
言
葉
を
学
び
、
表
現
力
や
想
像
力
を

豊
か
に
し
、
人
生
を
豊
か
な
も
の
に
す
る

た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　

小
中
学
校
で
は
、
朝
読
書
の
実
施
や
読

書
ス
ペ
ー
ス
の
環
境
整
備
な
ど
、
読
書
習

慣
の
定
着
を
図
る
た
め
の
取
組
を
推
進
し

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
学
校
や
家
庭
と

協
力
し
て
本
や
新
聞
を
読
む
習
慣
が
定
着

す
る
よ
う
一
層
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

小学校 中学校
区分 全道平均 古平 全国平均 古平 全道平均 古平 全国平均 古平
国語 62.8 63.8 72.7 72.8

算数・数学 64.5 66.6 58.1 59.8
英語 － － － － 54.2 56.0

教科に関する調査（平均正答率の比較）

矢印の意味 記号 ポイント差
同程度（±１ポイント未満）
１～４ポイント上回っている（　　は下回ってる）
５～８ポイント上回っている（　　は下回っている）
９ポイント以上上回っている（　　は下回っている）

古
平
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
状
況
や
学
習
習
慣
は

教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び
古平町の状況をレーダーチャートで示したもの

小学校
国語（話すこと・聞くこと）

国語（書くこと）

国語（読むこと）

国語（伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項）

算数（数と計算）

算数（量と測定）

算数（図形）

算数（数量関係）

古平町内小学校

北海道（公立）

全国（公立）

中学校
国語（話すこと・聞くこと）

国語（書くこと）

国語（読むこと）

数学（数と式）

数学（図形）数学（関数）

数学（資料の活用）

英語（聞くこと）

英語（読むこと）

英語（書くこと）

古平町内中学校

北海道（公立）

全国（公立）

国語（伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項）
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三
な
い
運
動
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

政
治
家
の
寄
付
は
禁
止
！
有
権
者
が
政

治
家
に
寄
付
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
！

　

年
末
年
始
は
お
歳
暮
や
お
年
賀
な
ど
、

何
か
と
贈
り
物
や
お
祝
い
事
を
す
る
機
会

の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に
皆
さ
ま
に
改
め

て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
の
が
、
き
れ
い

な
政
治
、
お
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の

実
現
、
選
挙
の
公
正
の
確
保
を
目
指
す

「
三
な
い
運
動
」（
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、

受
け
取
ら
な
い
）
で
す
。

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物

を
贈
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
有
権
者
が
政

治
家
に
寄
付
や
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と
も
、

公
職
選
挙
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
寄
付
禁
止
の

ル
ー
ル
を
守
り
、
明
る
い
選
挙
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。

◇
お
問
合
せ
先

　

古
平
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
42-

２
１
８
１
（
古
平
町
役
場
内
）

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）
、
予

備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）
を
募
集
し

ま
す
。
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹
候
補

生
の
採
用
年
齢
が
18
歳
以
上
33
歳
未
満
に

な
り
ま
し
た
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２-

22-

４
樽
石
ビ
ル
２
Ｆ

　

☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

北
海
道
の
最
低
賃
金
が
変
わ
り
ま
し
た

　

北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
及
び

そ
の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃
金
が
次
の
と

お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

最低賃金の件名 最低賃金額
北海道最低賃金 ８６１円
処理牛乳・乳飲料、
乳製品、糖類製造業 ８９２円

鉄鋼業 ９６７円
電子部品（回路）・デ
バイス・電気機械器
具、情報通信機械器
具製造業

８９４円

船舶製造・修理業、
船体ブロック製造業 ８８７円

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
１
１-

７
０
９-

２
３
１
１

北
海
道
立
北
の
森
づ
く
り
専
門
学
院
受
付

　

令
和
２
年
４
月
に
「
北
海
道
立
北
の
森

づ
く
り
専
門
学
院
」
が
旭
川
市
に
開
校
し

ま
す
。

○�

出
願
資
格　

道
内
の
林
業
・
木
材
産
業

関
係
企
業
等
へ
の
就
職
を
希
望
し
、
高

等
学
校
卒
業
又
は
同
等
以
上
の
学
力
を

有
し
、
入
学
時
に
40
歳
以
下
の
方

○
出
願
期
間　

12
月
20
日
～
１
月
10
日

○
試
験
日
程　

１
月
24
日

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
産
業
課
農
林
水
産
係

　

☎
０
１
３
５-

42-

２
１
８
１

第
44
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

南
の
島
で
国
際
交
流 

参
加
者
募
集
中
！

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

（
文
部
科
学
省
所
管
）
で
は
、
『
第
44
回
ち

び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島
』
の
参
加
者

を
全
国
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
沖
縄
に
近
い
南
の
島
『
ヨ
ロ
ン
島
』

の
サ
ン
ゴ
礁
の
海
と
美
し
い
自
然
の
中
で
、

全
国
か
ら
参
加
す
る
仲
間
と
の
民
宿
で
の

共
同
生
活
や
、
様
々
な
野
外
活
動
を
通
し

て
友
達
作
り
の
楽
し
さ
を
知
り
、
お
互
い

に
協
力
し
助
け
合
い
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
心
を
養
い
ま
す
。
ま
た
、
在
日

外
国
人
小
学
生
と
活
動
・
生
活
を
共
に
す

る
こ
と
は
、
言
語
や
習
慣
を
越
え
て
友
情

を
深
め
、
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る
第
一

歩
で
す
。

　

今
度
の
春
休
み
は
、
思
い
出
に
残
る
楽

し
い
体
験
を
し
に
暖
か
な
南
の
島
『
ヨ
ロ

ン
島
』
に
行
き
ま
せ
ん
か
？

○
期
間　

２
０
２
０
年
３
月
26
日
㈭
～

�

４
月
１
日
㈬

○
場
所　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

○
説
明
会　

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

　

※
遠
い
方
に
は
資
料
を
郵
送
し
ま
す
。

○
定
員　

３
０
０
人
（
小
２
～
６
年
生
）

○
締
切　

２
０
２
０
年
３
月
５
日
㈭

○
費
用　

17
万
２
０
０
０
円
（
千
歳
発
）

◇
お
問
合
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
03-

６
４
１
７-

９
７
２
１

日
本
年
金
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
住
民
票
上
の
住
所
以
外
に

�

お
住
ま
い
の
方
へ
●

　

介
護
施
設
へ
の
入
所
等
で
、
住
民
票
上

の
住
所
以
外
に
居
住
す
る
場
合
、日
本
年
金

機
構
に
居
所
登
録
を
行
え
ば
、異
な
る
住

所
で
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

◇
お
問
合
せ
先

　

小
樽
年
金
事
務
所

　

☎
０
１
３
４-

65-

５
０
０
２

法
律
無
料
相
談
の
ご
案
内

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
金
銭
、
不
動
産
、

家
事
等
の
法
律
問
題
を
札
幌
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
日
時　

１
月
15
日
㈬
13
～
16
時

○
場
所　

余
市
町
中
央
公
民
館
２
階

※
相
談
は
１
人
30
分
ま
で
。
要
事
前
予
約

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
町
役
場
総
務
部
総
務
課
行
政
係

　

☎
０
１
３
５-

21-

２
１
１
１

国
や
道
や
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
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� 情報

◦
開
室
日
時

　
月
～
金
曜
日

　（
祝
・
祭
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◦
貸
出
冊
数

　
一
人
５
冊
ま
で

◦
貸
出
期
間

　
二
週
間

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
町
教
育
委
員
会

　
　
　
☎
42-

２
５
９
０

文
化
会
館
図
書
館

本の海より ～新しい年は新しい本で 新刊図書案内～

　文化会館図書室に新しい本が入りました。東野圭吾著「希望の糸」湊かなえ著「落日」韓国で100万

部を超えるベストセラーの「82年生まれ、キム・ジョン」など話題の本を取り揃えております。ぜひ、

お越しください。

～文学～
希望の糸� 東野圭吾

落日� 湊かなえ

三体� 劉　慈欣

82年生まれ、キム・ジョン� チョ・ナムジュ

ぼくはイエローでホワイトで、�
ちょっとブルー� プレディみかこ

人間� 又吉直樹

ツナグ　想い人の心得� 辻村深月

ひと� 小野寺史宜

すぐ死ぬんだから� 内館牧子

悪党� 薬丸　岳

緑の家の女� 逢坂　剛

新世界より　上・中・下� 貴志祐介

ゆっくりおやすみ樹の下で� 高橋源一郎

カイとティムのよるのぼうけん� 石井睦美

ひそやかな花園� 角田光代

いのちの木� ブリッタ・テッケントラップ

かみさまは小学５年生� すみれ

生き物の死にざま� 稲垣栄洋

～生活～
日本百低山� 小林康彦

ネットで「女性」に売る� 谷本理恵子

ネットで「女性」に売る２� こぼりあきこ

「こころ」の名医が教える�
認知症は接し方で100％変わる� 吉田勝明

70歳、医師の僕がたどり着いた鎌田式�
「スクワット」と「かかと落とし」� 鎌田　實

マンガでよくわかる�
子どもが変わる怒らない子育て� 嶋津良智

マンガでよくわかる�
子どもが勉強好きになる子育て� 篠原菊紀

夫のトリセツ� 黒川伊保子

今さら聞けないお金の超基本� 坂本綾子

100歳までスタスタ歩ける足のつくり方�
� 菊池　守

文化会館図書室より

～その他～
ゴールデンカムイ17・18・19� 野田サトル

居酒屋ぼったくり１・２・３� 秋川滝美

ロウソクの科学　世界一の先生が教える�
超おもしろい理科� ファラデー原作

～児童書・絵本～
12才までに身につけたい時間の使い方

12才までに身につけたい勉強のしかた

12才までに身につけたい整理整とん　

はなまる学習会

幸せの絵本－大人も子どももハッピーに�
してくれる絵本100選� 金柿秀幸

きょだいな　きょだいな� はせがわせつこ

もりのなか� まりい・ほーる・えっつ

あめふり� さとうわきこ

やまんばのにしき� まつたにみよこ

さっちゃんのまほうのて� たばたせいいちほか

チロヌップのきつね� たかはしひろゆき

カッパのぬけがら� なかがわちひろ

セミたちの夏� 筒井　学

ペレのあたらしいふく� エリサ・ベスコフ

宇宙人のしゅくだい� 小松左京

ウナギのいる川いない川� 内山りゅう

チョコレート工場の秘密� ロアルド・ダール

リターン！� 山口　理

お米は生きている� 富山和子

ハチドリのひとしずく� 辻　信一

時をさまようタック� ナタリー・バビット

ファニー13歳の指揮官� ファニー・ベン・アミ
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くらし／投稿

久
々
に
子
供
孫
等
が
く
る
と
い
う
楽
し
み
な
が
ら
年
を
こ
し
た
し�

泉　
　
　
清　
三

く
る
み
の
木
歳
月
重
ね
た
く
ま
し
く
大
木
に
な
る
幹
の
太
さ
よ�

小
山
内　
い
お
子

群
れ
急
ぐ
カ
ラ
ス
の
宿
は
何
処
や
ら
夕
暮
れ
の
空
森
に
向
か
ふ
も�

金　
子　
寿　
子

病
院
の
朝
の
挨
拶
清
や
か
な
看
護
士
さ
ん
の
優
し
い
笑
顔�

坂　
本　
信　
子

秋
風
が
木
の
葉
吹
き
あ
げ
青
空
に
ひ
ら
ひ
ら
と
舞
ひ
落
ち
葉
の
お
ど
り�

佐
々
木　
と
も
子

誰
と
な
く
寄
り
し
二
階
の
窓
の
辺
に
皆
だ
ま
り
見
る
仲な

か
秋あ

き
の
月�

鈴　
木　
時　
子

文
化
祭
可
愛
花
か
ご
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
し
人
の
心
伝
は
る�

田　
中　
香　
苗

夕
暮
に
湧
く
ご
と
く
群
れ
雪
虫
は
自
転
車
踏
む
夫
を
包
み
ぬ�

玉　
谷　
美
都
子

五
年
ぶ
り
四
人
姉
妹
は
古
里
の
温
泉
宿
で
和
気
藹
藹
と�

寺　
田　
カ
ツ
子

葉
の
色
に
季
節
の
移
ろ
い
感
じ
つ
つ
生
き
て
る
証
さ
が
し
つ
つ
居
る�

斎　
藤　
睦　
子

古
平
町
岬
短
歌
会

海
に
差
す
日
矢
の
眩
し
き
冬
の
空

北
風
に
雲
払
は
れ
て
空
と
な
る

砂
に
描
く
風
紋
波
紋
冬
の
海

�

渡　
辺　
嘉　
之

一
陣
の
風
に
寄
せ
ら
れ
浮
寝
鳥

重
苦
し
い
雲
の
は
び
こ
る
冬
の
空

厨
事
の
ば
し
の
ば
し
の
寒
さ
あ
り

�

室　
谷　
弘　
子

お
互
い
に
空
気
で
あ
り
た
い
浮
寝
鳥

老
若
の
見
分
け
の
つ
か
ぬ
頬
被

花
柄
の
足
袋
を
心
に
遊
ば
せ
て

�

仲　
谷　
比
呂
古

古

平

俳

句

会

　

北
海
道
が
主
催
す
る
原
子
力
防
災
訓
練

を
２
月
13
日
（
木
）
に
行
い
ま
す
。
こ
の

訓
練
は
泊
原
子
力
発
電
所
が
被
災
す
る
想

定
の
訓
練
で
、
国
や
周
辺
市
町
村
も
参
加

し
ま
す
。
今
年
度
は
古
平
町
な
ど
４
町
村

が
避
難
対
象
区
域
と
な
っ
て
お
り
、
訓
練

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
日
時　

２
月
13
日
㈭
10
～
16
時
半
頃

○
当
日
の
流
れ

　

10
時
00
分　

訓
練
開
始

　

10
時
30
分　

バ
ス
出
発

　

11
時
00
分　

余
市
水
産
試
験
場
着

　

11
時
45
分　

余
市
水
産
試
験
場
発

　

12
時
15
分　

小
樽
市
総
合
体
育
館
着

　

12
時
30
分　

小
樽
市
総
合
体
育
館
発

　

12
時
45
分　

オ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
着

　

15
時
30
分　

オ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
発

　

16
時
30
分　

古
平
町
着

　

※�

現
時
点
で
の
予
定
で
す
の
で
変
更
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
参
加
料　

無
料

○
そ
の
他　

ホ
テ
ル
で
の
昼
食
で
す
。

　

参
加
者
に
防
災
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
す
。

○�

申
込　

お
申
込
み
は
左
記
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
多
数
の
場
合

は
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
申
込
締
切　

１
月
10
日
㈮

◇
お
申
込
先
・
お
問
合
せ
先

　

役
場
総
務
課
情
報
防
災
係

　

☎
42-

２
１
８
１

原
子
力
防
災
訓
練
の
参
加
者
募
集

新しい医師をご紹介します

９月から佐
さ

野
の

道
みち

朗
ろう

医師（余市協会病
院・内科医）が加わり診療を行って
います。
担当日は第一週火曜日です。
【経歴：佐野内科クリニック元院長】
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１
月
号

令
和
元
年
12
月
27
日
発
行
第
５
３
０
号

■
編
集
／
発
行

：

古
平
町
役
場
総
務
課
情
報
防
災
係

　
古
平
町
大
字
浜
町
40
番
地
４
　

☎（
代
）42

－

２
１
８
１

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス h

ttp
:/

/
to

w
n
.fu

ru
b
ira

.lg
.jp

/

■
印
刷

：（
株
）総
北
海

� 前月比

人　口	3,023人　�（－９）

　男　	1,409人　�（－８）

　女　	1,614人　�（－１）

世帯数	1,754世帯�（ １ ）

上記のうち

外国人	 56人　�（ ２ ）

　男　	 6人　�（ ０ ）

　女　	 50人　�（ ２ ）

令和元年11月末日現在
住民基本台帳人口

町の人口と世帯数

　11月30日に令和に入り初めての東京ふるびら会が「うすけぼー南青山店」で開催されました。
今回は新会員の４名、古平町議会議長の堀清さん、堀清喜・夕子夫妻、そして札幌出身で“鱈釣り
節を愛す琴奏者”の岩野さんを加えて45名の方々が参加されました。
　またこの機に役員交代が提案され承認されました。12年間に渡り会長を務められた堀由清さん
が退任して相談役に、名達さんが新会長、福士さんが新副会長に就任され、秋山さん、宮本さん、
石田さんが理事に加わりました。今後は新たな東京ふるびら会の活動が始まります。
　会計報告、会計監査報告、予算案の承認と総会の議事が進み、新会員の紹介、貞村町長からの古
平町の近況報告と、余市出身の中村ひろゆき衆議院議員の代理出席で秘書の栗原様から、会へのお
言葉をいただきました。
　懇親が続く中で恒例のたらこなど海産物のお土産の抽選会が始まりました。 福津様から全出席者
に黒ニンニクを提供いただいた他、水見さんから落語家から譲られた扇子、岩野さんから自身が演
奏されたCDを提供いただき、抽選に組込んでプレゼントさせていただきました。 また札幌古平会
から立派な80周年記念誌が出席者全員に贈られました。 皆様のお心遣いに感謝しております。
　この間に集められた古平祭りへの募金の総額43,000円が堀由清会長から堀清議長に、会員の古
平祭りへの想いを込めて預けられ、最後に皆で”古平小学校校歌”と“ふるさと”を合唱して、お
開きになりました。年一回の集まりに皆さん楽しく過ごされていました。 
また来年も皆さんが元気で集まり、親睦を深めて楽しく過ごすことができる会を準備したいと思い
ます。入会希望や興味のある方がおりましたら、以下に連絡をお願いいたします。
　テストとしてアドレスをとりメーリイングリストとして今後の利用を考えております。
tokyo.furubira.kai@gmail.com

堀 修彰

令和元年東京ふるびら会報告

	

氏
　 

名	

年
齢	

死
去
月
日	

町
内

奥お
く

山や
ま

　
義よ

し

夫お

さ
ん	

84
歳	

11
・
13	

栄
　
町

櫻
さ
く
ら

田だ

　
堤て

い

一い
ち

さ
ん	

93
歳	

11
・
19	

旭
　
町

松ま
つ

尾お

裕ゆ

美み

子こ

さ
ん	

56
歳	

11
・
23	

歌
棄
町

坂さ
か

井い

浩こ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん	

62
歳	

11
・
26	

本
　
陣

逸へ
ん

見み

　
ツつ

ネね

さ
ん	

103
歳	

12
・
２	

港
　
町

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

◎
物
品

　
　
土
地
２
筆

　

�

柳
　
沼

　
和

　
子

�

（
余
市
町
）

◎
現
金

　
　
２
０
，
０
０
０

�

東
京
古
平
会

　
会
長

　
名

　
達

　
博

　
吉

�

（
埼
玉
県
）

ご
寄
付
い
た
だ
き
誠
に

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）
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